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「レンジアップパッケージの最新動向と成長戦略」 目 次

第1章 総論

1. レンジアップパッケージの市場動向と構成素材の需要動

向

1.1 電子レンジ自動開封パウチ市場

1.2 透明レトルトパウチ市場

2. レンジアップパッケージに適用される機能性包装材料の

動向

2.1 酸素、水蒸気、光バリアーパッケージの動向

2.1.1 酸素バリアーの例

2.1.2 防湿包装の例

2.1.3 光遮断包装の例

2.2 レトルト食品包装の動向

2.2.1 レトルト惣菜・煮豆類

2.3 冷凍食品包装の動向

2.3.1 冷凍野菜

2.3.2 冷凍水産物

2.3.3 調理冷凍食品

3. プライベートブランド(PB)食品の市場動向

3.1 主要流通系PB食品

3.1.1 セブン&アイ

3.1.2 イオン

第2章 レンジアップパッケージの機能別・素材別市場動向

1. 電子レンジ加熱対応パッケージの市場動向

1.1 電子レンジ自動開封パウチの市場動向

1.1.1 電子レンジ自動開封パウチの用途別市場規模推移

1.1.2 電子レンジ自動開封パウチの開封メカニズムと対応

コンバーター

1.1.3 電子レンジ自動開封コンバーター別市場動向

2. 日本の透明レトルトパウチ市場(レンジアップ対応レトル

トパウチ市場)

2.1 日本における透明レトルトパウチ市場規模

2.1.1 日本における透明レトルトパウチ用レトルトフィル

ム市場

2.1.2 透明レトルトパウチ向けレトルトフィルム・サプラ

イヤーの販売量とシェア

2.1.3 日本における透明レトルトパウチ用レトルトフィル

ム市場展望

2.1.4 透明レトルトパウチ向けレトルトフィルム・サプラ

イヤーの販売量とシェア予測

2.1.5 日本における透明レトルトパウチの需要量推移

2.1.6 日本における透明レトルトフィルム・サプライヤー

のパウチ換算販売量とシェア

2.1.7 日本における透明レトルトパウチの需要量予測

2.1.8 日本におけるレトルトフィルム・サプライヤーの透

明パウチ換算量とシェア予測

3. レンジアップパッケージ対応バリアー包装材料

3.1 CPP系バリアーフィルム

3.1.1 CPPアルミ蒸着フィルム

3.2 PET系バリアーフィルム

3.2.1 PET透明蒸着フィルム

3.2.2 ハイブリッドバリアーコートPETフィルム

3.2.3 PETアルミ蒸着フィルム

3.3 ナイロン系バリアーフィルム

3.3.1 PVDCコートONYフィルム

3.3.2 多層バリアーONYフィルム

3.3.3 ハイブリッドバリアーコートONYフィルム

3.3.4 ONY透明蒸着フィルム

3.3.5 ONYアルミ蒸着フィルム

4. 食品包装用シート市場

4.1 スチレン系シート

4.1.1 PSPシート

4.1.2 HIPSシート

4.1.3 OPSシート

4.1.4 耐熱PS発泡シート

4.2 PP系シート

4.2.1 透明PPシート

4.2.2 PPフィラーシート

4.2.3 耐熱PP発泡シート

4.2.4 EVOH系PP多層バリアーシート

4.3 PET系シート

4.3.1 A-PETシート

4.4 紙器

4.4.1 液体紙容器

4.4.2 飲料用紙カップ

第3章 レンジアップ関連食品の用途別市場動向と包装材料

使用の実態

※各品目ごとに、①業務用、②業務用別に下記項目を掲載

〇出荷統計

〇包装形態

〇包装形態別出荷量

〇パッケージ容量別出荷量

〇主要なパッケージ形態

〇パッケージ形態別個数構成比

1. 常温保存食品包装材料使用実態(業務用、家庭用)

1.1 レトルトカレー

1.2 レトルトパスタソース

1.3 レトルト食肉調理品

1.4 レトルト食肉野菜混合煮

2. チルド保存食品包装材料使用実態(業務用、家庭用)

2.1 生うどん

3. 冷凍保存食品包装材料使用実態(業務用、家庭用)

3.1 ハンバーグ

3.2 中華惣菜

3.3 グラタン

3.4 パスタ

3.5 ミートボール

3.6 水産フライ

第4章 欧米における食品業界の動向とレンジアップパッケ

ージの可能性
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1. Allpax

2. AMPAC

3. Bemis

4. Bumble Bee

5. Cambell

6. Conagra

7. Heinz


